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【グリーンスクール立石管理者 青木宏昌】 

昨年に引き続き、理事長が私有する畑にてさつまい

も堀りを体験しました。大きいさつまいもが獲れて

子どもたちも大喜びでした！！ 

日頃よりご支援とご協力を賜り、感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス第 8 波が流行り始め、もどかしさを感じる日々が続いております。刻々

と変わる状況の中で、私たちができることを考えて日々感染対策に努めて参ります。 

さて、昨年から始まりました「スクールランチ」ですが、ご好評につき今冬も行うこととなりま

した。バランスの取れた食事を摂取することだけでなく、食事前の準備や片付けを手伝って

くれる児童の姿もあり、食育の重要性を実感しております。これからもスクールランチをはじ

め、収穫体験やおやつ作りなど積極的に行なって参ります。 

今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サツマイモ堀りに続いて、法人本部の園庭でミカン狩り体験しまし

た。ジャガイモやサツマイモとはまた違った収穫体験ができ子ども

たちも大喜びでした！！ 

大喜びでした！！ 

ハロウィンのイベントでは仮装して大盛り

上がり！！平綿建設さんやビーバーファク

トリーに協力していただき、お菓子をもら

いにお出掛けしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出活動 
 

ビーバーファクトリー 

での現場
げ ん ば

実習
じっしゅう

 

仮装してお散歩だ！ 

な・か・よ・し・☺ 

見て！すごいでしょ！ 

外出活動では、紅葉やスポーツなど、秋らし

さをたくさん感じる子どもたちの姿を見るこ

とができました！ 

ビーバー/ビーバーファクトリーでは

月に一度、見学体験会を実施しておりま

す。グリーンスクールに通って下さって

いる児童にも参加して頂いて、その後、

現場実習もおこないました。 

初日は緊張する様子も見られました

が、お弁当の盛り付けや配達など一生懸

命実習に取り組んでいました。 

 お弁当の盛り付け中。 

 お弁当お持ちしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

～避難訓練～ 

寄贈品 
今回もたくさんの寄贈品を頂きました。ありがとうございます。 

グラウンドに集まれ～ 

静かに… 
「お・か・し・も」！！ 

～内部研修～ 

今回は、感染症対策とし

て嘔吐物処理方法を実

践を交えて勉強しまし

た。これから流行期にな

りますので、各事業所で

徹底した予防策を施しま

す。 

編集後記 

・季節の行事を楽しむ子どもたちの様子をお届けすることができ、大変嬉しく思っております。（梶本） 

・この度初めてブログ作成に携わりました。子どもたちが元気に行う活動の様子をお届けできれば幸いです。（宮﨑） 
・秋らしいイベント盛りだくさんです。活き活きした子どもたちの表情をお届けすることができ嬉しく思います。（横溝） 

グリーンスクール開業当初は、十分な玩具や着替えを用意できず、大学教員時代のゼミ生たちが

物資面で助けてくれました。その頃、あるご家庭から「子どもが大きくなって使わないから」と、シルバ

ニアファミリーの大きなお家をご寄贈いただきました。また、別のご家庭からは、たくさんの衣類をご寄

贈いただきました。「これら一つひとつには、ご家庭の思い出がたくさん詰まっている」という気持ちを

忘れずに、感謝の思いをブログに掲載しました。今でも目にするたびに胸がいっぱいになります。私は

二人の娘を育てましたが、若いころに自分が無理して買い与えた玩具や衣類を笑顔で使う娘たちの

姿を思い出すと、簡単に人にあげることはできませんでした。しかし、「みんなのために使って」と、近

年では年間を通してさらに多くの寄贈品をいただいております。我々はそのようなご家庭の思いに支

えられていることを忘れません。いつもありがとうございます。 

 

写真の掲載は、事前に同意を頂いているご家庭の中から掲載回数を熟慮して選出しております。 

 
【室長ざっかん】 


